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ふしぎだと思うこと

これが科学の芽です

よく観察してたしかめ
そして考えること

これが科学の茎です

そして最後になぞがと
ける

これが科学の花です

５－６月 つくば

１０－１月 京大

ミニ 阪大

自伝「旅人」



三高 力学演習クラス 堀 健夫



京大物理学科 ラポルテ来訪時 1927年



京大物理教室 ハイゼンベルグ、デイラック来訪時1929年



京大玉城研 １９２９－３２年





１９０５ 日露戦争終結
１９０６．３．３１ 朝永 誕生
１９０７．１．２３ 湯川（小川） 誕生

１９１４－１８ 第一次世界大戦
１９２２．１１ アインシュタイン来日

１９２３ 第三高等学校入学
１９２６ 京都大学理学部入学
１９３５ 湯川 中間子論

１９３７ ミュー中間子発見
１９３９ 欧州で大戦勃発
１９４１ 太平洋戦争

１９４３ 湯川 文化勲章
１９４３ 朝永 超多時間理論

１９４５ 原爆、第二次大戦終結
１９４６ 湯川 プログレス創刊
１９４８ 朝永 くりこみ理論
１９４９ 湯川 ノーベル賞
１９５２ 朝永 文化勲章

１９５４ ビキニ水爆、福竜丸
１９５５ ラッセル・アインシュタイン声明 湯川
１９５７ パグワッシュ会議 湯川、朝永、小川

１９５６－６２ 朝永 教育大学長
１９６０ 安保闘争

１９６３－６９ 朝永 日本学術会議会長
１９６５ 朝永 ノーベル賞
１９６６ 湯川 素領域理論

１９６８－６９ 大学紛争
１９７５ 京都でパグワッシュ・国際シンポ
１９７９．７．８ 朝永 逝去
１９８１．９．８ 湯川 逝去

２００５ 世界物理年 ユネスコがユカワ・メダル製作



湯川秀樹著「目に見えないもの」 単行本 １９４６年

１９４３年１２月 ３７歳

二つの方法 “現象論” と “原子論”

原子論なぜ必要？「電子知らずとも電灯線の故障直せる」

医者を見てみよう

現象論 と 黴菌

「黴菌の研究が病気駆除」を人々は認めている

「原子は黴菌におとらず確実、差は何か？」

「ただ何となく実生活と縁が遠く、役にたたぬものと考えられ
やすいというだけのことかも知れない」

「出来るだけ親しみを感じるように仕向けることが科学普及の
一つの眼目であるといっても、あながち我田引水にはならな
いであろう」



社会システム、インフラ、生存、安全・・・ は

大半の人間には 「目に見えないもの」の上に築かれている

目に見えないもの

科学専門家

科学機器、知識、・・

信頼、負託、・・

見る

観る

診る

看る

知識、情報、技術、責任の非対称性



科学と公共性

漢語：公＝公明正大＝宮 私＝邪悪
和語：おほやけ わたくし（一人称）
大家、大宅
こやけ、おやけ、小宅
共同倉庫建物、地名として各地にあった、commons

溝口雄三「公私」三省堂

佐藤文隆「科学者の将来」（岩波書店）

体系性（普遍、包括、分割可能）、客観性（実験、再現、訓練、
道具の規格化）、抽象性（合理的、脱現実、脱文化、数理化）

常人の職業（教育可）、相互批判で質の確保、革新

知識の公有、普遍、無私欲、懐疑

公共的、民主的、近代主義

精神運動としての科学 （真理保持 啓蒙）



宗教

教育、おしえ

精神運動としての科学 ー＞専門家の修養の学問

制度としての科学

制度の中の科学

科学技術
農業、技術

佐藤“制度としての科学の新作法”

「科学」（岩波）２００５年９月号



この受賞の衝撃的感動はまさに全国民に及ぶものであったし、ま
た両博士は国民の負託から逃げず、教育、文化、平和の国民的課
題に積極的に行動した。まことに学者としての見事な人生をえが
かれた。

両博士にとって科学は
創造の場であると同時に人間修養の場であり、
自己実現と公共性を兼ね備えた営みであり、
学問の普遍性と地域性・時代性をブレンドして生きる絶妙な営み
であった。
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